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旧き
ゅ
う

安あ

べ倍
家け

住
じ
ゅ
う
た
く宅

＝
水
沢
字
日
高
小
路
＝

　
水
沢
伊
達
氏
一
万
六
千
石
の
城
下
町
の
名
残

が
現
在
も
見
ら
れ
る
日
高
小
路
。
日
高
神
社
の

鳥
居
を
背
に
東
へ
１
０
０
㍍
歩
く
と
、
右
手
に

高
く
そ
び
え
る
老
松
が
目
に
入
る
。
塀
の
内
側

に
は
老
松
に
ち
な
む
庭
園
「
翠

す
い
し
ょ
う
え
ん

松
園
」
を
有
す

る
近
代
和
風
住
宅
「
旧
安
倍
家
住
宅
」
が
あ
る
。

　

　
こ
の
住
宅
に
建
築
年
代
を
示
す
棟
札
は
な
い

が
、
郷
土
の
画
家
佐
藤
耕こ

う
う
ん雲

に
よ
る
襖

ふ
す
ま

絵え

か
ら

明
治
10(

１
８
７
７)

年
頃
に
は
完
成
し
た
よ

う
で
あ
る
。

　
住
宅
は
庭
の
景
観
を
重
視
し
て
お
り
、
東
面

に
玄
関
を
設
け
、
玄
関
間
、
茶
の
間
と
奥
へ
進

み
、
右
手
に
中
座
敷
、
上
座
敷
が
並
ぶ
。
こ
れ

は
庭
の
３
本
の
老
松
を
生
か
し
た
設
計
と
み
ら

れ
る
。
玄
関
間
の
上
部
に
設
け
ら
れ
る
２
階
は

10
畳
の
座
敷
。
舟
底
天
井
と
大
粒
の
貝
殻
片
を

散
ら
し
た
砂
壁
が
特
徴
の
数す

き

や

寄
屋
（
小
規
模
な

茶
室
）
風
の
意
匠
を
凝
ら
す
。
南
の
壁
に
は
大

き
い
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
が
あ
し
ら
わ
れ
趣
を
増
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
と
激
動
の
変
化

を
遂
げ
た
近
代
日
本
。
市
内
の
近
代
和
風
住
宅

の
先
駆
け
と
な
っ
た
旧
安
倍
家
住
宅
は
、
時
代

の
変
化
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

1茶の間。神棚下の襖絵は墨書され

た干
え と

支から明治 10 年に描かれたとさ

れている　2二階座敷。舟底天井、

アワビ貝殻を散らした壁面、銘木など

を使った床構えの様子　3外観。右

手平屋は寺社建築風の入
いり

母
も

屋
や

造り、左

手二階は寄
よせ

棟
むね

造りと屋根構造が異なる

※例年、日高火防祭本祭の日に特別公

開している
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